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序章 南北戦争前のアメリカ経済とアメリカ体制

研究対象 19世紀前半のアメリカ保護主義体制いわゆる「アメリカ体制」

・保護関税を支柱とし、交通改善、中央銀行制度、公有地売却益の州への

配分等を連関させた政策体系

・「アメリカ体制」の父と呼ばれる政治家ヘンリー・クレイによって提唱

・19世紀前半西洋経済史研究における後発（後進）国工業化の議論におい

て、先発工業国イギリスの側圧下において工業化を図るための代表的な

経済政策・政策思想とされる
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先行研究①②

①比較経済史学派（鈴木圭介氏, 宮野啓二氏等)

二地域間分業論（「北部」内分業論）

「東部」工業と「西部」農業

「国民経済」の構築

②帝国学派（清水知久氏, 高橋章氏等）

三地域間分業論とラテンアメリカ市場への進出

「東部」工業と「西部」・「南部」（国内植民地）農業

「東部」工業製品のラテンアメリカ市場への進出

西半球の帝国的支配構想
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先行研究③

③楠井説（楠井敏朗氏）

三地域間分業論

「東部」工業と「西部」・「南部」農業

「国民経済」の構築
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先行研究における共通の前提

第一 クレイの地元で支持基盤であったケンタッキー州は「西部」穀物生

産地域であり、彼は「小農の代表」であった。

第二 クレイが「アメリカ体制」論を構築するにあたって、その護るべき

工業であったのは、ニュー・イングランドなどの「東部」工業であ

った。

第三 クレイの「アメリカ体制」論とは、地域的特化に基づく地域間分業

を意図していた。

第四 クレイはハミルトニアンで厳格な集権主義者であり、「アメリカ体

制」論も集権主義を原則として構築された。
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第Ⅰ部 アメリカ体制の一基盤
ケンタッキー州の政治経済構造
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第Ⅰ章 地域類型「南部」としてのケンタッキー州ブルーグラス
地方

クレイの地元で支持基盤であったケンタッキー州ブルーグラス地方

◦奴隷制に基づく農業生産（大麻生産）

クレイ自身もプランター

大麻製品 棉花梱包用梱・ロープ

スコットランド製に比べ品質面・価格面で劣る

保護関税不可欠

7



図１ 奴隷数の分布（1830年）
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図２ 19世紀ケンタッキー州の大麻生産地域
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・レキシントン（ブルーグラス地方の中心都市）の工業発展

1810年代 西部（南西部含む）最大の工業都市

大麻工業以外にも綿工業、毛織物工業等の多様な工業発展

（奴隷労働・賃金労働）

製品 西部に広範囲に販売 イギリス製品の脅威→保護主義運動

クレイ自身会社創設に関わるなど同地工業に深く関与→保護主義運動

岳父は同市一の商人・工業家

1810年代末～ オハイオ河・ミシシッピー河ルートにおける蒸気船増加

→大麻工業以外の衰退
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第Ⅱ章 ブルーグラス工業と第二合衆国銀行

クレイの「アメリカ体制」論 中央銀行制度

第二合衆国銀行（1816～1836）への支持

先行研究 資金循環機構の整備により地域間分業を促進するため

第二合衆国銀行創設時、資本不足に悩むレキシントン工業家層の存在を背
景とした同行レキシントン支店設置運動（東部資本を西部に）を支援

1833年連邦議会上院演説

「合衆国銀行はその支店を通じて連邦における最も必要とされる地域への
資本の供給を可能にしてきました。……」

合衆国銀行 東西地域間の不均衡是正≠地域間分業促進
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第Ⅲ章 ブルーグラス工業とラテン・アメリカ通商構想

クレイ 連邦議会下院 1817～1820年

ラテン・アメリカ諸国に対する支援と同諸国における合衆国の指導的地位
を訴える

1820年5月10日演説 「アメリカ体制」という言葉が初めて使われる

⇓

帝国学派の「アメリカ体制」理解

三地域間分業論 「東部」工業と「西部」・「南部」（国内植民地）農業

「東部」工業製品のラテンアメリカ市場への進出

西半球の帝国的支配構想
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しかし、クレイの1818年3月24・25日ラテン・アメリカ問題演説

「この地域にはすべての余剰生産物の捌け口がニュー・オーリンズしか存

在しないので、もしヨーロッパの強国からのメキシコの独立が果たされる

ならば、この販路の持つ有利性を享受しうる大きな保証が得られることは

きわめて明らかです……」

クレイの対ラテン・アメリカ通商構想における合衆国側の港とは、東部の

諸港ではなく、西部生産物の唯一の捌け口であるニュー・オーリンズ
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レキシントンにおけるラテン・アメリカ市場への関心

クレイ支持者の要求

西部人自身の道路、運河、工業そしてその製品市場

1820年6月7日 レキシントンでの晩餐会挨拶

彼の関心を引き付ける三つの問題

交通改善、西部の製造工業、南アメリカ（ラテンアメリカ）

ラテン・アメリカ通商構想は「東部」工業のためのものではなかった

14



第Ⅳ章 ヘンリー・クレイの植民運動

植民運動 自由黒人をアフリカ等に植民させる運動

クレイ 1836～1849年 アメリカ植民協会会長

公有地売却益の州への配分(配分政策）を植民費用とする形で

「アメリカ体制」とリンク

先行研究においては、配分政策（州が政策上の主体）を軽視

15



◦アメリカ植民協会と南部

アメリカ植民協会 自由州と奴隷州（高南部諸州）を両翼

デラウェア、メリーランド、ヴァージニア 自由黒人問題

ケンタッキー （大麻生産） 過剰奴隷問題（スレイブ・プア）

◦ケンタッキー植民運動

奴隷解放運動を包摂 自由黒人数を減少させ自主的解放を促進させる

（真空戦略）

自主的・漸進的・（自由黒人との）非共存に基づく奴隷解放運動
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◦クレイの奴隷解放論（奴隷制の存廃は州権限）

～1849年

自主的・漸進的・非共存解放路線

1849年 奴隷移入の解禁（33年法の廃止）⇒奴隷取引の拡大

1849年～

立法的・漸進的・非共存解放路線

解放案⇒1855年あるいは1860年以降に生まれたすべての奴隷は25歳で解放

され、州外へ植民

17



◦1849年憲法改正会議代議員選挙 奴隷解放問題が焦点

奴隷解放派（クレイ指導） 奴隷移入禁止と州議会への解放権限付与規定要求

ホイッグ党奴隷解放派 VS ホイッグ党反奴隷解放派・民主党

奴隷解放派の惨敗 当選者なし

↓

レキシントン 全米で最大の奴隷市場の一つになっていく

「アメリカ体制」としての「ブルーグラス体制」の敗北
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第Ⅴ章 カシアス・M・クレイの奴隷解放論

1810年～1903年 ケンタッキー出身 ホイッグ党員 「アメリカ体制」支持者

「南部」における著名な奴隷解放論者 共和党結成に尽力

◦奴隷制の弊害

・教育水準の低位（公共の学校制度の未普及等）⇒ 機械技術の低位＝工業生産力の低位

・非奴隷所有白人層の貧困化（奴隷制による無償労働の存在）

・人口増加の低迷（自由州と奴隷州の対比）

・農工業の停滞 （非奴隷所有白人層の貧困化や人口増加の低迷による市場の狭隘性）
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◦奴隷解放案
立法的（州権限）・漸進的・非共存解放路線

・立法的解放路線 州権限

・漸進的解放路線 ある一定の年・月以降に生まれたすべての女性奴隷

の21歳での解放

⇓

低南部への奴隷所有者の移住、あるいは低南部への

奴隷売却（売却資金の工業への投下も期待）

低南部奴隷制に依存した解放

・非共存解放路線 強制的植民は経済的にも事務的にも困難

州内の奴隷解放が決まれば黒人数は容易に減少
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◦カシアス・M・クレイと「アメリカ体制」

C・クレイの奴隷解放案はケンタッキー州の再工業化を目指したもの

（気候・土壌・資源において優れた同州こそ、農業のみならず工業も発展
すべき）

⇒H・クレイの「アメリカ体制」と一致

1849年憲法改正会議代議員選挙 H・クレイと協力
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第Ⅱ部 自由貿易と保護主義の狭間で
奴隷制南部の経済構造
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第Ⅵ章 プランテーション商品作物生産間の利害対立
－1824年関税法案をめぐって

連邦議会下院における1824年関税法案大麻製梱関税審議の分析
奴隷制生産に基づく商品作物（大麻、砂糖黍、棉花）に関連する議論

大麻製梱 ー棉花の包装
砂糖 －ルイジアナ州（主要棉花生産州）で生産

ケンタッキー州大麻・大麻製梱生産者 保護関税主張
棉花プランター層 大麻製梱の関税撤廃・引下げ主張
砂糖プランター層 砂糖関税のみ主張 原則として自由貿易支持

奴隷制生産に基づく大麻・砂糖≠国際商品
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◦大麻製梱関税をめぐる議論

・ケンタッキー製品の品質・生産能力・価格への批判

←関税による保護 スコットランド製品による独占の排除

競争が起こり、品質向上・生産量増大・価格低下

クレイ 奴隷労働力の使用故に生産の拡大は容易

・棉花生産者の負担

←大麻製梱購買費は棉花価格に転嫁

・高度な機械を必要としない製品の保護妥当性

←傘、革製品、帽子等で見られたように、保護関税は有効なもの

・イギリスによる報復の惹起 棉花輸入先の変更（南米・西インド）

←これまでの粗綿布関税に対してイギリスの報復はない
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◦砂糖関税をめぐる議論

砂糖関税・棉花関税は「南部」関税法案反対者に対する批判の口実に

・ウィリアム・ブレント（ルイジアナ州） 財政関税と主張

・ジェイムズ・ハミルトン・Jr.（サウス・カロライナ州）

トーマス・コッブ（ジョージア州）

大麻製梱関税の放棄を条件に砂糖関税・棉花関税廃止を提案

大麻製梱関税反対「南部」勢力内部における相違の表面化
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◦大麻製梱関税と「アメリカ体制」演説

クレイ 1824年3月30, 31日連邦議会下院演説

「アメリカ体制」の代表的演説

先行研究 「東部」工業の保護と地域間分業提唱

保護すべき具体的な工業部門 大麻工業

1824年2月13日～16日の大麻製梱関税審議における発言と同様な内容

3月「アメリカ体制」演説 2月の大麻製梱関税審議の延長線上に存在
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第Ⅶ章 ルイジアナ州でのアメリカ体制受容
－砂糖生産の拡大と保護主義への旋回

1820年代後半 寒さに強い「リボン種」の普及・棉花価格の低迷

→砂糖がルイジアナ州における最も主要なプランテーション商品に

生産価値額(29年）砂糖・糖蜜606万9585ドル、綿花204万4620ドル

⇓

砂糖生産利害と結びついた政治勢力の成長

クレイを盟主とする「アメリカ体制」派に合流

「南部」におけるナショナル・リパブリカン党／ホイッグ党の拠点に

州知事 1828年～1843年 下院議員 表1
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・エドワード・D・ホワイト
5回 連邦下院議員当選 Ⅰ期 州知事 同州クレイ派の代表的人物
保護関税、（州内信用のための）合衆国銀行、(州内）交通改善主張

・トーマス・W・チン

１期 連邦下院議員

州権主義者・連邦憲法厳格解釈主義者であることを標榜

保護関税、合衆国銀行は合憲

・アンドレ・B・ロマン

２期州知事 同州クレイ派の代表的人物

保護関税、（州内信用のための）合衆国銀行、（州内）交通改善

教育拡充主張
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第Ⅲ部 ホイッグ党の経済政策と
アメリカ合衆国
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第Ⅷ章 ホイッグ党プランター層の保護主義論

先行研究 「アメリカ体制」は「北部」政党であるホイッグ党の政策体系

しかし、クレイの党内基盤は「南部」組織（以下南部ホイッグ党）

棉花プランター層も含めたプランター層が支持者

1844年大統領選における党綱領 候補者クレイの政策体系を承認したもの

トーマス・ブラウン 保護関税に賛成した南部ホイッグ党支持者を二分類

・「北部」と「南部」の地域間分業の支持者

・「南部」工業化を視野に入れていた者達

クレイ陣営の保護主義論において「南部」はどのような位置にあったのか
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『ヘンリー・クレイ氏がアメリカ合衆国大統領に選出されるべき50の理由』
1844年 ホイッグ党選挙運動用小冊子

・関税政策

これまでの関税によって多種多様な産業が成長

関税の恩恵によって南部も北部と同様な展開を示すようになる

・配分政策

交通改善＋「社会改革」（貧困白人の教育、自由・解放黒人の植民）

地域間分業のためではない

「南部」の工業化を視野に入れた主張

1840年代前半 棉花価格の急落 「南部」工業化論の浸透
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第Ⅸ章 中央「州権」主義としての「アメリカ体制」
－ホイッグ党の経済政策思想

◦ホイッグ党内におけるクレイの支持基盤

1836年大統領選 党内「地域」地盤を確保できず出馬辞退

1837年~1838年 カルフーン派の脱退（連邦憲法厳格解釈派）

1840年大統領選 「南部」地盤

1841年 ヴァージニア・アソシエイツ(連邦憲法厳格解釈派）

第三合衆国銀行設立問題で弱体化

1844年大統領選 「南部」と「北部」の支持 党候補に選出
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第三合衆国銀行設立 州権派「南部」ホイッグ党議員の多く支持
∵ 「北部」資本への依存を減らす

州権派「南部」ホイッグ党 連邦憲法厳格解釈派

州利益のための柔軟解釈派 クレイの基盤

1840年 カルフーン派の脱退により「南部」内部の調整に成功して

「南部」候補に

1844年 ヴァージニア・アソシエイツの弱体化により「南部」内部の

調整に成功して「南部」候補に

（ウェブスター派の弱体化により「北部」内部の調整に成功

して「北部」候補に）
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『なぜヘンリー・クレイはアメリカ合衆国大統領になるべきではないのか
その50の理由』

1844年 民主党選挙運動用小冊子

特徴 クレイをフェデラリストとして多く批判

「１．彼は、ジョン・クインジー・アダムズとの提携によって国務長官職

を手にいれた」

「２．彼は、この提携の後、以前は唱道していたリパブリカンの原則を

すべて捨てた。そしてその時以来、古めかしいフェデラリズムの

擁護者となった」

等々

しかし、「アメリカ体制」が提唱されたのはこの提携の以前、

すなわち、「リパブリカンの原則」から構想されたと民主党認識

「アメリカ体制」≠フェデラリスト党「ハミルトン体制」（集権主義）
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第Ⅳ部 イギリス自由貿易論と
アメリカ保護主義論
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第Ⅹ章 スコットランド・ハイランドの麻工業

19世紀中葉までのスコットランド・ハイランドのインヴァネス麻工業の

実態解明 牧畜・水産業が主なハイランド産業史研究の一環

アメリカ連邦議会下院大麻製梱関税審議において、ローランドのダンディ

大麻工業とともに、スコットランド大麻工業を代表するものとされる

インヴァネス 船舶航行に良好な川に沿い、海からも近い地理的利便性

ハイランド域内市場のみでなく、域外市場(イングランド、アメリカ等）

向けの麻工業の発展
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・亜麻工業 原料麻 海外に依存

主に亜麻糸生産 紡績工程 問屋制に基づく家内生産

ローランド大規模工場生産との競争、19世紀中葉までに衰退

・大麻工業 原料麻 海外に依存

棉花・石炭梱包用の梱・袋や船舶用品などの最終製品生産

国内外に需要

工場制の進展 1860年代にも存在感を示す

（ローランド・ダンディ ジュート工業に重心移す）
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第Ⅺ章 イギリス議会のアメリカ保護主義論とアメリカでの対応

1828年関税 南北戦争前期における最も強力な保護関税

⇐イギリス議会における議論 ⇐アメリカでの対応

◦イギリス議会下院における議論（1828年7月18日）

主要論者 ウィリアム・ハスキッソン（トーリ党）

ジョーゼフ・ヒューム（トーリ党）

ロバート・ピール（トーリ党）
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・ハスキッソン アメリカへの打撃大きく イギリスへの影響小さい

アメリカからの輸入品（棉花、煙草、藍等）インド代替

アメリカ市場 ラテン・アメリカ、アジアが容易に代替

報復措置示唆 （互恵主義的自由貿易を主張）

・ヒューム アメリカに代わってアジアなどがすぐに取引先に

報復措置否定的

・ピール アメリカは遠からず自らの間違いを認識

代替市場の獲得は容易ではない

報復措置否定的
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◦『保護貿易制度に関するイギリス人の見解』（ボストン、1830年）

イギリスにおけるアメリカ保護主義批判に反論した匿名の論説

・イギリス議会下院における議論の説明

同じようにアメリカ保護主義を批判 アメリカの利益を損なうことを強調

⇓

それぞれの論者の自由貿易論における違いの捨象、議論の単純化

主張の相違を示す利点はないと判断
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第Ⅻ章 アメリカ保護主義運動における西部農民層の位置
－イギリス穀物法をめぐって

先行研究 1820年代アメリカ保護主義運動における「西部」穀物生産農民

層の主体的役割強調

イギリス穀物法の存在が、「西部」農民層を東西（南）地域間

分業に基づく国内市場創出論（アメリカ体制）の支持基盤に

アメリカ保護主義とイギリス穀物法の関係の再考察

→イギリス自由貿易陣営のアメリカ保護主義批判とそれに対する

アメリカ保護主義陣営の反論の分析
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◦「アメリカの関税」『エディンバラ・レヴュー』、1828年

アメリカ1828年関税を批判した匿名の論説

・保護主義批判 保護主義は時代遅れで経済学を無視したもの

・アメリカの状況 もともと重商主義の足枷がない

肥沃で広大な土地の存在 農業生産への専念が有益

1828年関税 プランター・農民・海運業者の収入奪う

・イギリスの状況 穀物法の存在という弱点の存在

全体としては自由な制度へ大きく進展

アメリカより開放的
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◦『保護貿易制度に関するイギリス人の見解』の反論

ⅰ 穀物法の存在 イギリス自体の法律によって分業を不可能にしている

ⅱ 英米間の物理的な距離 生活に必要なものを依存しあうことは不可能

ⅲ 安全保障 長期にわたる通商遮断の可能性

ⅰはイギリス自由貿易論者を擁護、ⅱ，ⅲはアメリカ保護主義を擁護

矛盾の存在
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⇑
「西部」穀物生産農民層説得の必要性

イギリスは自国で栽培できるものは輸入しない農工業並立国家

穀物法は撤廃されることはない

従って、保護関税も問題ない

「西部」穀物生産農民層の自由貿易志向を示すもの
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終章 奴隷制南部とアメリカ体制
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終章 奴隷制南部とアメリカ体制

先行研究における4つの前提

第1 クレイの地元で支持基盤であったケンタッキ―州は「西部」穀物生産

地域であり、彼は「小農の代表」

⇓

クレイの地元で支持基盤であったケンタッキー州ブルーグラス地方は

「南部」奴隷制地域であり、彼自身もプランター

また、1820年代「西部」小農（穀物生産）地域は保護主義運動に

おいて主体的役割を果たさず
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第2 クレイが「アメリカ体制」論を構築するにあたって、その護るべき

工業であったのは、ニュー・イングランドなどの「東部」工業

⇓
護るべき工業は、主に「南部」あるいは西部（含南西部）工業

第3 クレイの「アメリカ体制」論とは、地域間分業に基づく地域間分業

を意図

⇓
地域間の不均衡是正・域内農工業発展の促進を目指す
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第4 クレイはハミルトニアンで厳格な集権主義者

「アメリカ体制」論も集権主義を原則として構築

⇓
クレイは連邦憲法の拡大解釈を容認する州権主義者

「アメリカ体制」論も「リパブリカンの原則」（州権主義）から構想

クレイの「アメリカ体制」とは「一国の幸福とはそれを形成する各地方の

幸福のことであり、各地方を護ることはその国を護ること」（1824年関税

法案審議）を根幹的視座 国民経済論とは異なる保護主義思想
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